
□一般会計 総額

31,940

6,010

2 △ 591,178 △591,178

3 2,680,412 2,680,412

394,119

20,228

369,442

△365,000

△113,275

△100,543

197,059

111,380

40,000

6 169,874 168,531

7 73,600 70,000

△325,000

△78,931

819,500

323,600

176,500

86,700

△1,683,600

△2,177,405

1 70,000

2 1,000,000

地方特例交付金 子ども・子育て支援臨時交付金

地方交付税 普通交付税

施設等所在市町村調整交付金
1
国有提供施設等所在市町村助成
交付金

37,950

＊歳入予算の主なもの

8 繰入金 △428,920

市債 △3,392,2059

寄附金積立基金積立金
(財務課)

　暮らし潤いさがみはら寄附金への寄附額が見込みを
上回ることから、基金への積立額等を増額するもの

＊歳出予算の主なもの

財産収入

寄附金

普通財産一般

寄附金積立基金寄附金

市街地整備基金繰入金

産業集積促進基金繰入金

地方道路等整備事業債

一般事業債

公共事業等債(補正予算債)

地方道路等整備事業債(補正予算債)

緊急防災・減災事業債

主　な　内　容

施設型給付費等負担金

交通安全施設整備事業補助金

都市計画道路等整備事業補助金

プレミアム付商品券事業費補助金

保育所等整備交付金

道路改良事業補助金

県支出金 288,260
社会基盤整備臨時交付金

施設型給付費等負担金

保育所緊急整備事業補助金

311,259,000 △1,082,000 310,177,000 △1,566,355 484,355

国有提供施設等所在市町村助成交付金

令和元年度３月補正予算(Ｎｏ.２)の概要

　国の補正予算による国庫補助金を活用した道路整備、土地開発公社等からの用
地買戻し、特定目的基金への積立て等について補正予算を計上するとともに、執
行残額の整理、継続費及び繰越明許費の補正等を行うもの

△１，０８２，０００千円

補正前 補正額 補正後
補正額の財源内訳

特定財源

(以下単位は全て千円)

一般財源

主　な　内　容

5

4 国庫支出金 △216,508

臨時財政対策債

精算返還金及び市税外過誤納
還付金
(財務課)

　過年度に受け入れた国庫支出金の返還金等が当初の
見込みを上回ることから増額するもの
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3 127,472

4 47,616

5 212,577

6 2,062,911

7 369,180

8 224,465

9 341,720

10 431,580

1

(地域福祉課) 繰越額 234,329

2

繰越額 41,960

3

繰越額 29,489

4

繰越額 17,500

5

繰越額 11,792

水素供給設備整備事業
　建設場所の土壌汚染対策に時間を要し、年度内の完
了が困難となったもの(環境政策課)

　国の令和元年度補正予算による社会資本整備総合交
付金を活用した相模大野線（第４工区）の拡幅工事に
係る経費や、同交付金の増額に伴う宮上横山線の用地
取得に係る経費等を計上するとともに、土地開発公社
が取得した用地の一部買戻し、公共用地先行取得事業
特別会計からの買戻しを行うもの

(南土木事務所)

道路維持管理計画事業
(路政課、緑土木事務所、津久井
土木事務所)

　国の令和元年度補正予算による社会資本整備総合交
付金を活用し、道路防災カルテ点検業務を委託すると
ともに、道路防災カルテ点検結果に基づく災害防除工
事等を前倒しして行うもの

　国の令和元年度補正予算による社会資本整備総合交
付金を活用し、「橋りょう長寿命化修繕計画」に基づ
く橋りょう点検業務を委託するとともに、橋りょう長
修繕・耐震補強工事等を前倒しして行うもの

　公共用地先行取得事業特別会計が取得した用地の買
戻しを行うもの

(保育課)

＊繰越明許費の設定(１２件)

障害者施設設置運営等対策事業

(障害政策課)

　令和元年度台風第１９号の影響及び地盤内に建築廃
材等が見つかったことにより関係機関との調整に時間
を要し、年度内の完了が困難となったもの

保育所園舎改修等事業 　駐車場用地の購入について、境界確定及び地権者と
の協議に時間を要し、年度内の購入が困難となったも
の

　土地開発公社が取得した用地の一部を買戻しするも
の

橋りょう長寿命化事業
(路政課、緑土木事務所、津久井
土木事務所、中央土木事務所、
南土木事務所)

　国の令和元年度補正予算による社会資本整備総合交
付金を活用し、未就学児の移動経路の緊急安全合同点
検及び交差点調査にて要対策となっている箇所の工事
を前倒して行うもの

　土地開発公社及び土地取得基金が取得した用地の一
部を買戻しするもの

プレミアム付商品券事業
　商品券の使用期限を令和２年３月３１日までと定め
たことにより、令和２年度も精算・換金が発生するこ
ととなったもの

交通安全施設整備事業
(緑土木事務所、津久井土木事務
所、中央土木事務所、南土木事務
所)

道路改良事業(市内一円)
(緑土木事務所)

都市計画道路整備事業(箇所指定)
(道路整備課)

子どもの広場助成事業
(こども・若者支援課)

勝坂遺跡公園用地購入事業
(公園課)

道路改良事業(箇所指定)
(道路整備課)

道路維持補修費
(市道下溝５１号維持補修工事)

　工事用通路として使用する施設の管理者である神奈
川県と発注時期を調整したこと及び入札不調により、
年度内の完了が困難となったもの
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6

繰越額 535,017

7

繰越額 68,494

8

繰越額 532,639

9

繰越額 701,993

10

繰越額 9,075

11

繰越額 86,783

12

繰越額 1,630,062

□介護保険事業特別会計
総額

1 284,200

□麻溝台・新磯野第一整備地区土地区画整理事業特別会計
総額

1 △617,880 △617,880

2 △325,000 △325,000

△489,900

△985,600

1 △2,591,000

国庫支出金返納金

△２，５９１，０００千円

２８０，０００千円

＊歳出予算の主なもの

道路改良事業
(市道淵野辺中和田道路改良事業ほか３) 　地権者との協議に日時を要したこと等により、年度

内の完了が困難となったもの

橋りょう長寿命化事業
(橋りょう点検事業ほか１８) 　国の補正予算による社会資本整備総合交付金を活用

し、事業を前倒しして実施するもの
　また、令和元年台風第１９号の影響による、工事の
大幅な遅れ等により、年度内の完了が困難となったも
の

(河川課)

準用河川鳩川改修事業
　地権者による支障物件の除却に時間を要したことに
より、年度内の完了が困難となったもの

(道路整備課)

(路政課、緑土木事務所、
津久井土木事務所、中央土
木
事務所、南土木事務所)

準用河川姥川改修事業
(準用河川姥川改修事業ほか１)

　一般単独事業債

　公共事業等債
3 市債

都市計画道路等整備事業
(県道５２号(相模原町田)道路改良事業ほか６) 　地権者との協議等に日時を要したこと等により、年

度内の完了が困難となったもの
(道路整備課)

(緑土木事務所、津久井土木
事務所、中央土木事務所、
南土木事務所)

(路政課、緑土木事務所、
津久井土木事務所)

　入札不調となったことにより、年度内の完了が困難
となったもの

(河川課)

＊歳出予算

＊歳入予算の主なもの

国庫支出金

繰入金

　土地区画整理事業費補助金

　一般会計繰入金

土地区画整理事業費 　事業の進捗に合わせ予算額を減額するもの

主　な　内　容

主　な　内　容

△1,475,500

　国庫支出金の精算に伴う返納金を増額するもの

道路維持管理計画事業
(国道４１３号道路災害防除事業ほか１０) 　国の補正予算による社会資本整備総合交付金を活用

し、事業を前倒しして実施するもの
　また、令和元年台風第１９号の影響による、工事の
大幅な遅れ等により、年度内の完了が見込めなくなっ
たもの

交通安全施設整備事業
(未就学児等の交通安全緊急対策事業ほか１)

　国の補正予算による社会資本整備総合交付金を活用
し、事業を前倒し実施するもの
　また、関係機関と整備方法等の調整に時間を要した
こと及び入札不調により、年度内の完了が困難となっ
たもの
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□公共用地先行取得事業特別会計
総額

1 1,583,000 1,583,000

1 1,583,000 1,583,000

1

繰越額 118,704

□公債管理特別会計
総額

1 1,583,000 1,583,000

1 1,583,000 1,583,000

□下水道事業会計
総額

１ 588,000 588,000

総　額

内　容

１，５８３，０００千円

道路用地取得事業費(都市計画道路宮上横山線ほ
か２) 　支障物件の除却に日時を要したため、年度内の完了

が困難となったもの

＊歳出予算

＊繰越明許費の設定

１，５８３，０００千円

＊歳入予算

財産収入

公債費

　公共用地売払収入

　公債管理特別会計繰出金

主　な　内　容

１

＊継続費の補正

【国補正予算に対応するための継続費設定及び年割額の変更等】

＊歳出予算

主　な　内　容

主　な　内　容

５８８，０００千円

＊支出予算

管渠耐震化事業
(令和元年度設定分)

583,100千円　→　1,563,100千円

令和元年度から令和２年度まで

国補正予算に対応するため総額及び期間等の変更

公共下水道資本的支出

＊歳入予算

繰入金

公債費

　公共用地先行取得事業特別会計繰入金

　減債基金積立金

令和元年度から令和３年度まで

　　　　　　↓期　間

　国の令和元年度補正予算による社会資
本整備総合交付金を活用し、耐震化事業
を前倒しして行うもの
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